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1緒冒一問題 岡山懸児島漕沿岸の干拓
地である興除村の農業生産の方法がわが固にl於
τその類を見ないほEその生産手段仁於て震い
装備を持ち、関同化した高度の近代的たもので
あるさいふ事責は、その固定資本の構成そ混じ
で既に見たさとろである。く「農察研究J31 ，1) 
同時にそれに関聯してその高度の生産方・法にも
拘ら守それはわが圏一般勾求芽生産の様式から
本質的に完全に抜げ出たものではなしわが園
国有の停滞的栽培方法に強〈締られたものであ
るとさも簡単に慣れたQ しかし、この村の農業
生産がわが間話来の非近代的な生産様式を質的
じ克服したものーでないさは云へ、兎も角現在わ
が闘さしてはその比を見ないほどの賀本構成の
高い能率的前準的なものであるさいふ事置は、
との村の農業の生産形態そ更に高度化しJ:り完
全な技術韓系へさ推進しかぎりなく近代化の方
向へさ費展する契慣をモの中に含んでゐるであ
らうか それは日本農業を停滞的英洋的水準か
ら近代的な西洋的生産力の段階へ高め1.)力をそ
の中にもつtゐるであらうか.この村に於ける
比較的r進歩的な生産主主術は、水国二毛作農業
hこ於けるかかる技術韓系三Lτ更によ b完成さ
れた形態方・嗣にむかい得る込のであらうか.そ
れともかかる盟系の技術は既に水回優業に本質
的に聞着する蓉術的制約のためにかかるものざ
してー慮完成されに形のものであらう1か.われ
われは以上の諸艶、ずなbち'日本農業に於げる
新しき費展の蔵芽が今後如伺怒る生畏の仕方を
するであ広うかに多くの興味をもたざる々得な
11¥ . 
大憲氏の所設によれば、東洋三西洋さの生産
カの差は結局両者に於ける生産方法の差、すな
わち努卸jの生産性む差に求められる.そしてと
れは究局じ於て地理的、風土的保件の差に鴎し
得られるものであっτ唱この意味に於て東洋さ
西洋の生産力の差異は根守すitころ極めτ深い
ものであるo d，~，かしそれは近代的人間類型の形
成により必今しも克服し得ないものではないさ マはとの穴矯法なる生産方法は一極如何なる
いふのである 〔穴原久雄「生産力に於ける東洋と 性格のものであらうか。この村のもつ自然的経
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勿論生産力の準展にさって主種的保件の近代
化、新しい人間類型の形成がその根抵をなすも
のずあるが農業生産に於ては特に自然的傑件の
重要さは充分これを認めなけれ』称らない。そ
して主韓的乱吉三自然さの媒介そなすものが技
術でありとれじょっで自然の恒常化がはかられ
る以上、技術は極めで密接に近代的生産力の形
蔵に結びついてゐるミいはねば友らないG 以下
興除村の農業の生産方法の面から、その生産力
の性格を検討しτ見fこい
2その生産方法の性格 1) この村の主'
要農産物肱米さ穿(主として小委〉であるが、こ
の村の生産方法ぞ特徴づけτゐるものは賢にζ
の多作さしての要作である。との村の稲作i二つ
い℃は、わが圃一般の稲作に出し、その義培i直
程に於ける生産方法或ひは技術韓系の艶では特
に構造的差異を認め難い.にも拘らがその持働
.の生酸性が高いのは、専ら栽増過程以後の行程
の動力化三能率化に都合のよい土地保件さがそ
の主なるl原因であウて、特殊の能率的葬働手段
伝導入された結栗栽培過程の生産方法が構造的
1二鑓化じたtJ、らではない.
これl二度し夢作に於τは穴措法さ呼ばれる極
めτ特離の栽培法が行はれでゐるeそしてこの、
穴靖法こをとの村の農業に自動耕転機を導入せ
しめる犬舎な契機をなしてゐるのである。二の
村でー般的に行はれる穴播栽培法とは、掲の立
毛中表耕起のまま稲株3株閣隔に1僚の割に穴穿
棒ぜ矯種孔を穿ちこれに薬種ヂぞ匙婚し覆土す・
るこさ1t<鯖種作業を終る方法である。刈蹴i播
の揚合には焼籾叡叉は腐熱粉末堆肥や賓土する
必要がある。 tの掻種作業の後農家は稲刈脆競
作業を終へ、 1月，2月の頃傑聞を自動耕転棋に'
τ中耕伴土し、更に畜力による「谷溝明けJ作
業を行ふのである.とれがこの地方で行はれる
宍播栽墳の普通の方法である
、
1揖的傑4ヰの下h二於てそれは合理的な生産方法7で の遁慮の委ざしτ導入されてゐる.
あらうか。その中に大き訟費展的契機.~有bて 突に~の生曹の面か 6、穴矯法がニの地帯の
ゐるであらうカ1・先づその技術構造を分析しt 自然的録件の下で如何なる:f義を有じでゐるか
見る必要がある。 ~考へで見ゃう。先づ第 1 にこの栽培法は敢獲
先づ努力経慣の面からこの穴掻法佐見るさ、 が非常に安定的であるといふ酷である.穴穿器
集1にこ打は努力の需要期を巧に調節じて通期 によ勺て察Tこれた掘穴の土壁によって分購が制
に迅速に橋謹作業を行ひ得る極めて合想的抜方 限され無効分聾が殆んぎなι・結果、年々の寮め
法である.この地帯主:tま多の普通の栽揖法を行 生育の程度、分葉教に犬きな質化がない。その
ふに於ては、著じ〈遁朋層積~逸するこまにな 代りに?AH宇にさり非常tr候件のよい所謂..年型
る。第2'二橋種努力白檀も、橋穣面積率が;1、で の年でも-*量が非常に多 C~るさいふとさは笠
ある?とめに節視されるさ同時に、帰積孔に艶矯 志れない。すなわち、年骨む牧穫が安定的であ
するだげであるの、ら特に熟練努カぞ必要させすち る.このことはそれだ妙農業が自然の脅威から
婦女子の努力巻以てしても充分である.覆土の 脆'し経替が安定じてゐるこさを意味する そし
必要のないとさも努力節減に役立っさニろが大 てζの最大の牧種谷得るこさよりも、むしろそ
舎い。さころが穴矯法以外めこの近傍で行は れよりも低いけれrも牛h安定じた牧穫-t-あげ
れτゐる簡易型基地法による場合には覆土用さ るといふ生産方法は、わが圏一般の生産形態さ
してtかくさ島反営81'ld貫一400貫の混土堆肥ぞ 明ら沙に異る蓮歩的な酷である。かかるとt.産方
必要さする。らかしτこれだげの堆肥~製造 法を可能ならしめるものは、‘この地帯の庚い経
し圃舗に運ぶさいふことは経替面積の犬きい 菅面積さ年間在遁じての高いー日営りの努働の
Zの地帯では殆んr不可能のニさに属する・ 生産性である。第手に肥料のえ手が容易で乏つ
況かかる准肥の施用の少い栽培法は干拓地で tた頃は多量の肥料の施期仁よって努力を省略し
I自力、の高いこの地帯に於tのみ合理的に行は たための牧量械を捕ってゐたが、この栽培法で
れ得る方法である。第3tc中耕砕土作業iこ白動 は描肥の客を避けて牧穫そ安定化させるこさが
耕転携を使用して非常に能率をあげτゐるさい 出来るさいぶとさであるa渇剰め肥料分があっ
ふ艶であβ 後に詳述するやうに自動耕転機を τも土壁さ水分関係からその吸牧が制限される
j羽ふる場合には、それぞ用ひない揚合自Pち音カ のである・とこでは肥料は、生産量を国定むそ
さ入力さによる損合に比し吊自動耕転機による の上で持働を節約するさいふ観動かちは農業機
作業部分に闘する限り著しく努力の節減が出来 械等と同じく努働節約的作用を悲し、又皐位面
るのである.戦時中努力不足の際石油のλ手閤 積よりま可及的多くの牧穫そあげる15いふ立場、か
婚のため自動耕転捜が使用出来す下、允めIC裏作 らは勢働集約化的作用をなしてゐるe これは肥
癖の作付減事が懸念されたま事由はここにある. 斜が努働生産力ざ土地生産力さを併行的に高め
ニの穴摘法は前述の如〈作業の繁闘を調整する る作用を有してゐるこさtこ基くものであるが、
1こめ、未耕起のまま矯種を終り耕起陣土作業を ー般的には役下される勢働量は肥料の槍投さ共
1月頃の閑散期に繰り延べて行ふものである に槍加するのが普週である.さころがこの穴憶
が、化またまその中耕が冬期の非常に総儀な歩手 法は普通の栽培法に比し現貨に投下される努働
愉であることさ乾燥した土壌の獄態が耕転機の 量を特にその初期1こ節減し、それに伴ム牧量減
使用に遁しτゐるニさが与の地帯に自動耕転機 を肥料の槍投じよって楠ふのである.第3'ここ，
J佐一般化ぜしめf..極めて有カな原因であると見 の穴備法は土壌水分をと有効に利用し、その年clj)
るれる。穴矯記長1.l:る技術担系の中にその部分伎 降水量の多少による牧穫の費化が少いさいふ艶
摘さして耕伝行程を，機械化し?と自動耕転機が挿 である この地帯は冬期乾燥強〈、普通の栽培
人されてゐるわけであるが、とれは爾徐の人畜 法では費芽が圏維の揚合が多、<.，'縫って地下水
・作業とよ〈調和し乙の技術韓系金韓の集約的性 や右効に利用するこさず必要である 毛細富現
格を低下させてはゐたい.それはこの技術腫系 象による地下水の上昇を良好にする不耕矯種、
?えは生産方法の費革者をしてではなく、それへ 中橋舎による乎矯舎、冬期間の畦問の中耕、矯
く伺) -~-
種面積率の小なるこさ等はいづれもこの目的に
かなうものであるo (以i上穴修法の技術上の諸勤に
関する部分については竹上静雄著「聖書の簡易聾地法」
1-:''つ1:。
以上によって穴矯法はこの地帯の自然的経穂
的保件に極めてよ〈調和した合理的性格のもの
であるさいふこさが出来る。しかもそれは単に
外部的な自然的経滴的興件によく調和してゐる
のみでなれ内部的な技術韓系そのものきして
ι極めて調和的である。 fこさえば耕転行程を機
械化してゐる自動耕転機が爾飴の集約的な畜力
及び入力作業さ極めて巧妙に結cxついてゐる。
さらにこの穴情法は必歩しも多牧穫の方法では
ないが、自然的傑件の悪い年でも牧穫に影響を
5けることが少〈極めて安定的な生産方法であ
る!ざいふ艶も見逃し得ない重要な性格である。
牧穫の安定化は穴算穏によって雰たれた土壁
が量全耕の作用そなしτゐ1.jととがそ@主要
な原因であるが、この牧穫の安定化ば作業の単
純化簡易化三闘漣しその結果特殊の熟練や繊細
な技術者P要求しな怖さいふ{頃向を主主今る。不熟
練勢働のλり得る飴泌がそれfさけ大きい 同時
にまた牧穫の安定性は農業経替に計竃性を持た
せ延いでは経替を合理的進歩的なものたらしめ
.'5契機を注すであらう.穴矯法tこ於ける作業の
簡易化は、特別の熟練や所調「こ'0Jさいはれ
る個性的技術が牧穫に大きな影響そ及ぼすとこ
ち'の他の栽培法に比し生産方法の費展の様式に
犬きな影響を奥へるであらう D すなわち個性の
強や特殊の熟槙や所謂「とつJを必要さずる韓
培法tこ於ては生産在家族的規模め限度内じ閉じ
込める力が強《働く そこでは技術が家偉的な
ものになり易い.個性的技術が如何に上遣して
も、それは技術の枇合的水準を引上げるこ立に
拡大した効果はない。技術は射台化きれなけれ
・ばならぬ。L.T、るに作業民個性的なものの比佐
的稀薄なこの裁措法に於;ては、履傭努働による
経管、 1h同経費、技術の耽禽化等の可能性ミ契
機がより強いであらう。
3その生産方法の性格 (2)， 前節í~於て
この村の農業生産の性格は安定的調和的であ・る
さいふこさを述ペたolvかし調和的であるさい
ふこさはそれが蓮歩的である乏いふこミミ別で
ある。中間の停滞的農業はその低い水惨なりに
賓に調和的であり、経験農業さしでは世界の最
高水準にあるささへ云はれてゐる。では以上の
やうな性格を持っこの村の生産方法の中に巣し
τ費展的契機があるであらうか。先づ農具組系
の分析を通じてこの問題を考九fこい3
との地帯に於tJる多栽情の作業さその順序は
ー般にヨ貨のやうtある ことで糊三注目を要す.
作農名|農具名|捌か|器Z
1 穴 突 ぎ 穴~器 入力 1回
2 矯 種 一 人 1 _1 
3 (覆 土〉 人:カ 1 
4 ~J 出 し 聞出し鍬 入力 2 
5 T.買胞施肥 ‘一 入力 1 
6 紛 転 自働耕伝機 機械力 1 
7 圭 除 け rm 手 入力 1 
8 il肥施肥 一 A 力 1 
9 遜 し E量 E民意、 首力 1 
10 土 除 け
明監 11-事寧〉電軍子事
入力 1 
11 セ胃袋げ セえ艮'揚床 畜力 1 
12治犯施肥 入力 1 
13 土 宅署 せ セリ揚軍げ事軍〉駐(1毒床 音量 1 ‘ 1 
14 谷 ヲ1 き すき先鍬 人 1J 1 
るのは自動耕転のもつ意義である.若し(6)の
自動耕転機じよる耕転の代りじ畜力人カのみで
この作業を仔ふ揚合には突のやうな煩雑な作業
1 1 |」畦の作農桑名阪動力|業に繰返
|す図書量
自動車Jtfl;枠連企 I .1:" tl' e 1 ，，:-4> I 1自の作業(1す雪起し|短床輩|晋カ 4回
全之を用ひ'2くれ除けl四ア目鍬|入力 I 1・
ず入力、音<- _. -.~-.I ~_ _ .:.1 _-_-1 
カのみで行J3IJ、切句 |窓 鍬|人カ I 1 
会理主必要'4時 企!折まんが|前|引
を行はねばならぬ6 自動耕転機耕1回の代Pに
人力畜力にはる作業治8-1d回必要とする。し
かもこの九力作業たるや冬期閣の緩めて鰍儀な
仕事であるこさは慨に虫色ぺた。かかる能率的な
自動耕転機が使用されれば、その結果楽に質。
よい作業が出来るさ共に、雇傭努力の排除や家
族鼻力の節約が可能さなる筈である。とれが自
動耕転機伝普及させた経膏の内面的要求であら
うぷ Lかしこの作業は作業期間比較的長〈、元
来経営規模の限界を劃するさころの年聞の勢働
需要のピ-t身形成するさいふJやきなものでは
なか:?tこ.この意味から自動耕転機の導入に聾
して種キの動から経費自身の内面的要求があっ
-29-
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(69) 
そにしても、それは経普規模@機太を倖ふ牛.産
Jj法の質的展開の面からの要請ではなかった.
兎代的生産方法の費展fC針する勢力経酒の基本
融の合理化じ基く要請ではたかやた。
*~二、農具樟系に於はる連結性の問題ぞ見ゃ
い作業行程の順序";a.示Lt:.前表ーによって明ら
かなゃうじ、自動耕転機作業め前後じは重要な
入力畜力作業が建桔されてゐる.耕転行穫の機
械化といっτも、それは入力畜力に完全に機械
が代替したものではたく部分的代替にし:釈遜
iずな、、.したがって動力農具が夜在する傍ら畜
力農具、入力農具が以前さ異るさころな〈存在
し意義を.もつτゐる.その結果ニこに農兵の多
様性が生れる.このやうに系列さ段階を異にし
た各種優具が多機に組み合はされてゐるさいふ
ζさは、農具資本の効率的牧益化め観富山力、ちは
明らかに不利1:ある。
上のやうじこの農具煙系は伶機械カさ畜月さ ，
入力さそ夫h何れも重要部分さしrτゐる.その
意味でこの農具韓系は生産方法の鷲展ざいふ見
地からは極めて肢行的なものずささいはねばなら
ない@これは従来の栽緒方式金前提さした機械
化であって、機械化の結果創出され大栽培方式
ではないb逝1こいへば従来の技術盟系の全面的
否定ヌ?ない際械化であづたか:故iこその導えが容
易であったさも云ふこさが出来る 例へば、白
動耕転機による中耕に績いて長床生存による「通
しJfセリあげJ等の作業カ1行はれるのである.
炉、一般的には極めて遅れた農具亨見られてゐ
る長床惣がここでは進化t:耕転機さ極めiC巧妙
に結びういて、古きものさ新しきものさのた込
みな調手口が行はれてゐる。 tすなわt、犠来の技術
開系命生かし、しザこがって農具、経験等をその
!t!量生かし車じ→部分を調和的に機械化したも
のであって、それは技術組系の構造的費化を奥
山 fでものではないもこの肢iI'的技術憧系の遅れ
た部妥ぞ遁ん背部分の水準にまで高めるには、
現在の諸傑件は、倫多くの困難をもってゐる
第 11二、ニの萎作自開のもつ集約的性格であ
る。前表の萎作作業行穫を見ても明らか食品別う
仁、それは他に兆cー膳動力部分高力部分の割
合が大であるが、その哉培法は向国語的集約さ
J~持ってゐる。宍矯法は全慢さしτはそれほ~
持ガを節約し得るものではなく、むじろ努力の
調整に大きな狙ひそ持つものである。かかる集
約的性格を特つ萎作の高度の携械檀系化は容易
ではたいが、それでも萎作自瞳のみを考へれば
その横隊韓系化は技術的には必守しも不可能で
はないかも知れtr.い.そしτ現在の肢行的注目豊
系の中にさへ要作のみを切り離しτ考代れば橿
管面積機大の可能性が見られなくもない.しか
し現賓の問題さして夏作さしての間作との開明
を見越しτはならない.ニの稲作の集約性が.. 
作の集約性t.e拘束して Jるのである。?さから多
作の機被組系化が困難なのは、ヨ毎作自慢の集約
牲の問題企いふよりもむしろ集約的な稲作が要
作に集約牲を強制してゐるこさじよるのであ
るo b，;fこがつt稲の生産方法が*の生産方法さ
同調的に費展するのでなザれば萎作韓系の構造
的費展もまた望みtiない。
かくて、各種農具の聞に於ても要作技術慢系
の内部に於ても叉婆作さ揺作さの朋に於ても技
術の近代的費展に大きな披行ー性があるのは、日
本農業に於りる技術の二元性さいふζさに大き
1.1:闘連t.e見出すこさが出来るであらう.わが園
農業技術の二元性さは、おー耕地φ水回航態さ
畑地獄態さの交互的利用Iこもさづく系譜ぞ異に
するこつの技術の存在である.このこさが爾者
の経管規模、f集約度、生産方法t.e相互的}こ制約
する.そしτ農兵等の生産手段を甚fさしいえ長費
遂のA九曹に置く一つの原因さなる。えれを逆tこ
云へば、日本虚業は農具的に未登遣で簡単訟手
農具によってゐるが故にかかるこ元的技術に跨
るとさが出来るのであって、分化した作業機々
持つ準歩的生産にl於τは到底かかる二元位の上
hこ立っととは不可能である。
以上dコが閣鹿業のニ元性の面からその集約的
性質伝説明したが、この事貰は機掛化にさって
明らかに逆の保件で・ある.一般に食業に於ける
欄械化の因縁は、機憾のよたさの縮少さ経営面積
の槍有の二つめ方法によって著しく経減され
る。アメ Pヵの如き新開園は後者の方法、わが
ー園の如密集約的農業の行はれる蕎開闘は前者の
方法をさる外はない4 この意味から輿除村一帯
に用ひちれてゐる自動耕伝慣は軽便小型でしか
も集約的技術館系のゆiこ巧妙に調和的に入り込
んでゐる勘で極めτ日本的なもの?ささいふこさ
が出来る.それは正に「日本型トラクダー」の
(70) -30ー
名じ背かないものである@それだりにまた睦系
的機械化が困難であり、「虞ささ能率j二モノぞ
いわせる「機蛾」本来の使命15能力さを葎揮さ
せ予とさが困難である.
4鯖ーその種展方向 以上輿除村の農業
の生産方法の性格を考察するこさにより、それ
はわが闘をしては努働手段の面で、特に高度の ‘
構成をもっ準歩的たものであるけれrも、向そ
の技術盟系は極めて肢行的であり、集約的であ
り、更に生産方法ぞ改善し前準ざぜて行くこさ
は必守しも容易でない二さそ見fこ@この村より
‘俊件の悪いわが閣一般の農村は尚更そうでが
らう。とれらのZさからわが圃農業の生還方法
鷲展Lこついτ突のこさが考へられる。
農業の生産力を高めるには島機具等勢働手段
そ充賓するこミ芝、鰹普組織を複雑多面化しこ
れを合理的に組織するこ、とさのこつの行き方が
ある.とのこつ鉱業』こ経営のもつ内面的要求'で
あり放がら互に相反挫する作用をもってゐる.
上来見来ったやうな'hb"国農業の損械化を困難
にしてゐる僚件は逆に多面化そ促撞する燦件で
もある.機悼化しゃうますれ1+多面化の力がこ
れを抑べ、多面化しゃーさすれば掛械化培率化
の要求がニれを制する。勿論、この相矛盾する
二oの住用を調和l的に止揚するさとろに?般に
・農業経費命理化の目標があるのであるが、特に
わが圃のやうな自然的保件の下では多面化のカ
が特に強いさ思はれる。経営高度化の娘-i."考~
る場合この観匙に立つニさの重要さを感じる.
大要幼植物の特性に闘する研史第2報。
種手根の角度とその品種間差異
高橋隆平
J・緒 言姿類。根に就では種々の翻動力、
ら樹首研究が庁われてはいるが、地上部じ較べ
るとはるかに少く、品種聞の差異に去で縮れた
研究は殆Eない。著者の一人は嘗τ幼組物の特
1性をしらペfこさき向‘種子根 semiDalrootsの
生長蛾民が各品種によりー定して~~:-又品種
の聞では著しい差のあるニさを観察した.その
後、伸長した種子根が水卒面さなす角度〈以ア
種子恨の角度さ略構〉を簡草な方法で測定しイ
その角度の品種間差異やこ机に闘連ある問題に
つき研究したのa、その結果ぞ略報する，
2・材料及方法材料本邦各地の奨励品種
中、皮~87 裸~55 合せτ142品種で、侮れも
1943年賞研究所産の種子である。
幼植物の培養一載には噛棋を内側に敷似た
ポ噛在、特殊の損合にはtlラス製め器を用い
化。この箱にます手直径5cm，高さ 10cm1目0.5
cmの金網製園筒若干個を入れ、ついで蹄陣簡
別しすこ畑土やつめ、後その土壊容水量の70%の
水を輿えた.ニうして、各国筒に2粒宛、困の
中心の左右に匪そ互に反封にむりて水卒tこ併置
し、粒の背面ぞ土の表面玄岡高にした。盛育温
板野弼誇夫
度は 2(')0<;、場度は飽和さし、且給水時以外は
暗黒さじた。品種試験は2匝4位につい噌行つ
fこ。
種子根の角度の測定殆Eすペτの種!f根は
播種後8，9日には金網の目そ遁ってその外方へ
のびるから、 9日後にー筒宛水で丁寧1こ土を洗
い流して後、主根pr加aryroot及び側根la恰ra:l
root.の第-1':第二封、時にその第三封が強め
?ークした粒の播下面に相蓄する金網の段か
ら、羽段l目で外側ヘ出τいるかを記錯した。ニ
うしてョ種子根の各々が水卒園さなす角度を金
網園筒の宇但(:l・5cm)及び棋ののっている段や〉
さその上の段さの申央迄め高さく0・5fi-O・却価〉
さから算出した。卸;ち、
tano=企》ヂ〈低し、 川ま求める角度〉
3・結 果
・(1)種子暁生長の概況種子根は匪に於て最
初に形成される主根さその:t.方雨側に順次排列
形成される側根さに分け;ti-Cいるが、その成
長時の行動に闘じても同者の聞に明瞭な差-d'.
見られる.卸ち、主根は品種の如何をさゐ予
水平面JY直角に土中に入り、所謂正常屈地性
OC.lJ研究，第~~第2獄 71....7~頁 1947) (11) 
